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第8回
中国圏広域地⽅計画協議会

中間とりまとめ（素案）からの主な修正点

中国圏広域地⽅計画推進室

令和7年9⽉24⽇

資料４



修正点①︓キャッチフレーズとロゴマーク

1

 日本海と瀬戸内海の豊かさと、中国山地の恵みを表現するため、

青と緑を基調としたカラーに。

 活躍人口とそれが生み出す明るい未来を、活発な雰囲気の

シャープなフォントで表現。

 中山間・島しょ部も含めた持続可能な生活圏の形成を目指すため、

数多くの離島をできるだけ忠実に表示。

キャッチフレーズ

 分散型の地域構造からなる多様な歴史・文化と、地域に根ざした

様々な産業をイメージし、複数色のグラデーションを採用。

ロゴマーク

「ちゅうごく2035」 中国圏の10年後に向けた計画であることが一目で分かるように

「人が活きる」 活躍人口の創出と、それによって形成される4層の生活圏が有機的に連携することで、

将来にわたって生活し続けられる事を表現

「地域が活きる」 地域資源の活用と、地域の成長を表現

『ちゅうごく2035 人が活きる、地域が活きる』

■コンセプト

■コンセプト

【計画の理念】
活躍人口の創出、地域資源が持つ力を最大限発揮し、あらゆるつながりを再構築・強化することで、持続的に成長させる。

○ 計画の理念を基に、学識者等からも意⾒を伺い、キャッチフレーズとロゴマークを作成。
○ 本⽂の表紙や、広報資料に使⽤。



修正点②︓活躍⼈⼝の説明コラム
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○ 学識者等からの意⾒を踏まえ、「活躍⼈⼝」を説明するためのコラムを追加。

人口減少下においても個々の力を最大限
に発揮し、持続可能な暮らしや経済、安
全・安心、環境等における地域課題の解決
に向けた社会活動の担い手として活躍で
きる「活躍人口」 （本文P17）

可能な範囲でそれぞれが役割を持ち、地
域と連携しながら地域課題解決を進める
「活躍人口」 （本文P21）

■本文中の説明 ■コラムの追加



修正点③︓インタビュー記事
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○ ⼀次産業従事者や地域おこし協⼒隊、⼥性、若者等の多様な⽅々から意⾒を受け⼊れた計画であることを⽰すため、
本⽂中にインタビュー記事を追加。

⼀次産業従事者 地域おこし協⼒隊

若者（⼤学⽣・⾼専）⼥性起業家



修正点④︓「広域リージョン連携」に関する記載（地⽅創⽣2.0基本構想）
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○6⽉13⽇に閣議決定された「地⽅創⽣2.0基本構想」に⽰される「⽬指す姿」や「政策の５本柱」などの内容が概ね反映
されていることを確認。

○「政策の５本柱」の１つである「広域リージョン連携」に関する記載を「基本戦略（産業・経済）【P23】」に追記。

出典：地方創生2.0
基本構想概要版



修正点⑤︓「ローカルマネジメント法⼈」に関する記載（地域⽣活圏専⾨委員会）

5

○6⽉13⽇に公表された 「地域⽣活圏専⾨委員会 とりまとめ報告書」の内容が概ね反映されていることを確認。
○地域の社会課題解決に取り組む⺠間の実施主体（コア）である「ローカルマネジメント法⼈」に関する記載を 「基本戦略
（産業・経済）【P23】」に追記。

出典：国土審議会地域生活圏専門委員会とりまとめ報告書 概要資料



修正点⑥︓中国圏独⾃の4層構造の圏域の⾒直し（地域⽣活圏専⾨委員会）
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○ 全国計画では、地域⽣活圏の⽬安として⼈⼝10万⼈程度以上との記載。
○ 中国圏においては、中国⼭地周辺等の3万⼈程度の⼩都市が周辺の集落の⽣活を⽀える重要な役割を担っている事か
ら、3〜10万⼈程度の都市を中⼼とした地域⽣活圏を加えた4層構造としていた。

【旧】令和5年7月 全国計画 閣議決定時点

【旧】令和6年12月 中国圏広域地方計画 中間とりまとめ（素案）

人口10万人以上の都市からの時間圏（60分）



修正点⑥︓中国圏独⾃の4層構造の圏域の⾒直し（地域⽣活圏専⾨委員会）
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【新】令和7年6月 地域生活圏専門委員会とりまとめ報告書

【新】中国圏独自の4層の地域生活圏

○ 6⽉13⽇に公表された 「地域⽣活圏専⾨委員会 とりまとめ報告書」において、地域⽣活圏の位置づけが改めて整理。
○ 中国圏においては、中国⼭地周辺等の⼩都市が周辺の集落の⽣活を⽀えていることに変わりはないため、3層⽬を「⽣活
圏の中⼼となる⼩都市を核とした圏域」として再定義。

人口10万人以上の都市からの時間圏（60分）


